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本研究では、復興支援ソングが聴き手にどのような感情を想起させるのか、どのような歌詞が人々の復興に関連す

る感情に影響を及ぼすのかを明らかにし、工学的なアプローチから、2011年東日本大震災後に復興支援ソングとし
て使用されていた歌の特徴を示すことを目的とする。まず、歌詞分析により復興支援ソングの歌詞の特徴を考察し、

未来志向の言葉を受動的に捉える歌詞が多いこと、一から何かを始めることに対する鼓舞の言葉が多いこと、ネガ

ティブな言葉を使った後に希望や鼓舞につなげていく歌詞が多いこと、命の誕生や命を尊ぶ表現が多いこと、とい

う4つの特徴を示した。さらに、大学生を対象とした歌の聴取実験から、聴き手が歌を聞いて想起される感情や復興
支援ソングの特徴を考察した。災害時に既存の有名な曲を復興支援ソングとして用いることで、新規の曲を用いる

よりも人々の復興に関連する感情が高まる可能性があることや、復興支援ソングが過去の災害を忘れないための教

訓としての役割も果たしているという可能性も示唆された。 
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１．はじめに 
2011年3月11日東日本大震災の際、NHKにより制

作された『花は咲く』は、東日本大震災の復興支援

ソングの象徴として、世の中に広く浸透していった。

東日本大震災直後には多くの文化活動が中止を余儀

なくされたものの、徐々に、慰問演奏会やチャリテ

ィーコンサートなど、個人や団体を問わず多くの音

楽活動が展開されていった。東日本大震災の事例か

らも分かるように、近年では「音楽の力」が注目さ

れ、復興支援においても用いられるようになってき

た。しかし、「音楽の力」とは、具体的にどのよう

な力なのだろうか。本研究では、音楽がもたらす力、

特に今回は「歌詞」がもたらす力に注目して、復興

支援活動における音楽の役割を紐解いていく。 

２．既往研究と本研究の位置づけ 
災害と復興の関係性について、立木（2016）は、

生活再建を進める上で重要な要素として、「すまい」

「つながり」「まち」「こころとからだ」「そなえ」

「くらしむき」「行政とのかかわり」の、7つの指標

を示している1)。田村ら（2001）によると、その中で

も「こころとからだ」においては、こころとからだ

のストレスが低い人ほど、生活復興感が高い傾向が

あることが明らかにされているが2)、音楽と災害復興

の関係性については定量的な分析に基づく検討はな

されていない。 
一方で、音楽と震災については、中村（2014）が

復興過程で音楽が果たす役割に関する研究を進めて

おり3)、新聞記事調査にて「音楽の力」というフレー
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ズは1990年代後半から使われる頻度が増え始め、東

日本大震災をきっかけにフレーズとして定着し、使

用頻度が急増したことを明らかにしている。さらに、

同研究では、「復興支援ソング」という言葉につい

ても、使用頻度が東日本大震災後に急増したことを

示している。これは、1995年に発生した阪神・淡路

大震災においても『しあわせ運べるように』といっ

た復興支援ソングは作られていたものの、ジャンル

としての「復興支援ソング」という文化は、東日本

大震災を経て確立されたということを示している。

中村（2017）は、東日本大震災後の音楽活動につい

て、音楽が何かしらの「力」になったのは事実であ

る一方で、音楽を提供する側が音楽の力を過信した

り音楽に対する価値観を強要したりした場合には、

被災者の気持ちを逆撫でしてしまうケースもあった

ことを述べている4)。また、震災から数ヶ月の混乱期

と、その後の復興期では、音楽に求められる役割が

異なっていたことや、誰が誰に向けてどのような状

況で実践されたかによっても、音楽の持つ意味合い

が変化したことを述べている。 
次に、音楽と感情の関係や歌詞の役割に関する既

往研究を整理する。下茂ら（2008）は、脳血流計測

により、音楽聴取時のリラクゼーション効果につい

て検討し、曲による変化の形は様々であったものの

音楽を聴くことによって前頭葉の赤血球内酸素化ヘ

モグロビンが減少し、前頭葉の活動が抑制される傾

向があったことを示している5)。藤林ら（2012）は、

被験者を、歌を聴取する群（歌群）、歌詞を黙読す

る群（歌詞群）、メロディを聴取する群（メロディ

群）の3つの群に分類し、聴取後の感情変化を調べて

いる6)。その結果、歌の感情価のうち、「高揚」「抑

うつ・不安」において、歌詞が決定的な役割を果た

している可能性を示唆している。宇佐美（2021）は、

楽曲に対する認知度と歌詞の有無が、音楽聴取後の

感情体験に与える影響を調べ、音楽には、認知度や

歌詞の有無に差はあれど、「抑うつ」「怒り」「混

乱」「疲労」といったネガティブな感情を和らげる

効果があることを示している7)。また、曲の認知度が

高く歌詞がない曲では、リラックス効果が高いとい

うことも示している。さらに、知っている曲の場合

は歌詞のある曲の方が、歌詞がある曲同士の場合は

認知度の高い曲の方が、曲の印象を強く感じられる

ことも述べられており、既知感が高く歌詞がない曲

では、懐かしさを喚起し、過去の経験を振り返るき

っかけを与える要素を備えていることも示している。

また、菅野（2015）は、復興支援ソングが作られ歌

われるのも、同じ経験を共有し共感でき「記憶のよ

うに」残される役割を担うことを指摘している8)。 
このように、既往研究では、東日本大震災以降に

復興支援ソングというジャンルが確立されたことや、

音楽が復興活動において何かしらの力になった可能

性を示している。さらに、音楽そのものにはネガテ

ィブな感情を和らげリラックスさせる効果があるこ

とや、音楽の歌詞が感情移入するために重要視され

ていることなどが明らかになっている。これらのこ

とから、音楽が、復興過程において、重要な役割を

果たすのではないかと考えられる。しかし、復興支

援ソングが具体的に聴き手にどのような効果をもた

らすのか、といった点については明らかになってお

らず、この点を研究として示すことに意義がある。 
 
３．本研究の目的 
本研究では復興支援ソングに注目し、工学的なア

プローチから、復興支援ソングの歌詞分析と大学生

を対象とした復興支援ソング聴取後の感情の評価実

験を行い、東日本大震災時に使われていた復興支援

ソングが聴き手にどのような感情を想起させるのか、

どのような歌詞が人々の復興に関連する感情に影響

を及ぼすのかを明らかにする。なお、本研究で捉え

ている「人々の復興に関連する感情」とは、被災者

や支援者、中立者など様々な立場の人々の復興に対

する感情である。 
また、復興支援ソング聴取後の感情の評価実験に

おいて、本研究では、東日本大震災の被災者は過度

な負担を被る可能性が高いことから、身内をなくし

た、家がなくなった等の被災者は対象外とし、重度

の被災者ではない対象者の感情を分析している点に

留意されたい。 
 

4．復興支援ソングについて 
4.1 復興支援ソングの歴史 

復興支援ソングの歴史を遡ると、1923年に発生し

た関東大震災時に作られた『復興節』や『帝都復興

の歌』等が挙げられる。『復興節』は、演歌師やレ

コード会社によって被災地各所で流れ、全国に広ま

っていった。一方、『帝都復興の歌』は、小学校な

どで児童らに歌われた9)。1933年に発生した昭和三陸

地震時では、『復興の歌』『慰霊の歌』が作られた。

これらの歌は、慰霊祭などで歌い継がれていたが、

第二次世界大戦を境に歌われなくなっていた。しか

し、東日本大震災をきっかけに再び後世に歌い継ご

うという活動がみられ、発表会での演奏やCDの無償
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配布などを通して歌が伝えられている10)。阪神・淡

路大震災では、震災発生から約2週間後に、復興支援

ソングとして『しあわせ運べるように』が制作され

た。『しあわせ運べるように』は、市内の小学校や

追悼式典、成人式典などで長く歌い継がれている。

また、歌詞中の「神戸」の部分を別の地名に変える

などして、その後に起こった別の災害の際にも復興

支援ソングとしても歌われており、現在では神戸市

の市歌にも指定されている11)。東日本大震災では、

NHKにより制作された『花は咲く』が、東日本大震

災の復興支援ソングの象徴として世の中に広く浸透

していった。『花は咲く』の著作権料等による義援

金は、震災から約3年後の2014年2月末時点で1億
1,068万9,352円にも上った12)。『花は咲く』の作詞、

作曲、歌唱等は、被災した県の出身者やゆかりの深

い人々によって行われ、以来、世代や国境を超えて

歌い継がれている。 
4.2 復興支援ソングの普及 

上述のように、復興支援ソングは、少なくとも100
年前の関東大震災の時から存在していた。しかし、

「復興支援ソング」というジャンルが世の中に広く

普及していったのは、東日本大震災時からであり、

東日本大震災時には、YouTubeなどオンラインでの

配信も含め、60を超える楽曲が復興支援ソングとし

て公開されていた3)。この理由について、中村は、「イ

ンターネットの普及により、有名・無名のミュージ

シャンがオリジナル曲を容易に公開できるようにな

ったことが大きく影響しているのだろう」と述べて

いる3)。しかし、提供側だけでなく、聴き手側にとっ

ても、インターネットの普及は、復興支援ソングを

手軽に聴けるきっかけとなり、復興支援ソングの普

及に大きく貢献していたと推察される。また、復興

支援ソングと言っても、震災を受けて新たに作詞・

作曲されたもの、震災前の公開曲を改めて復興支援

ソングとして指定したもの、復興プロジェクトの一

環として用いられたもの、など、様々な形態がある。

本研究では、これらの区別はつけず、あくまでも、

歌詞が持つ機能である「どのような歌詞がどのよう

な感情を引き起こすのか」という点に注目する。 
 
５．分析方法 
5.1 復興支援ソングの歌詞分析 

復興支援ソングがどのような歌詞で構成されてい

るのかを明らかにするために、KH Coder(Version 
3.00)13)を用いて歌詞に含まれている単語とその出現

回数をカウントし、さらに共起ネットワークを作成

することにより歌詞の特徴を分析する。 
分析対象とする音楽は、中村（2014）3)が東日本大

震災の復興支援ソングとして提示した60曲のうち、

歌詞を入手できた52曲(1)と、比較対象としてのオリ

ンピックの歴代応援歌55曲である（表1と表2）。こ

の復興支援ソングの52曲には、復興支援ソングとし

て新たに作られた曲の他にも、既存曲やアルバム編

集に復興への願いが込められたものなども含まれて

いる。また、オリンピックの応援歌は、1988年ソウ

ルオリンピックから2022年北京オリンピックまで、

JOC公式、NHK、日本テレビ、TBSが応援歌として

掲げていた曲のうち、重複を除いた55曲を用いた。 
比較対象としてオリンピックの歴代応援歌を取り

上げた理由は、「困難や試練を乗り越える」「共感」

「連帯感」といった聴き手の感情面で復興支援ソン

グと共通点を持ちながら、復興支援ソングがどのよ

うに異なる歌詞表現をしているかを確認するためで

ある。歌詞の多様性を網羅するためにも、1988年ソ

ウルオリンピックから2022年北京オリンピックまで

の期間を対象とした。 
 

表1 分析に用いた復興支援ソング一覧 
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表2 分析に用いたオリンピック歴代応援歌一覧 

5.2 復興支援ソング聴取後の感情の評価実験 

(1) 実験概要 
倫理審査にて許可を受け（倫理審査番号：23-439）、

大学生を対象とした実験を行った（写真1）。東日本

大震災で重度の被災者（被験者の震災当時の居場所

に東北地方は含まれていないことを確認）は対象外

として、機縁法にて募集した（表3）。 

 
表3 実験概要 

実施期間 2023年12月15日〜26日 
対象者 大学生31名（男性24名、女性6名、

無回答1名）（平均年齢21.58歳） 
実験場所 研究室内で実施 

実験開始前には、個人情報の取り扱いや、回答は

完全に任意であり回答しないことによる不利益はな

いこと、途中で試聴や回答をやめたくなった場合は

中断して構わないことについて、被験者から同意を

取った上で実験を開始した。事前情報として、実験

開始時に、年齢、性別を回答してもらった。また、

実験では、聴取する楽曲が「復興支援ソング」であ

るということを意識するように伝えた。 
被験者は大学生31名であり、東日本大震災時に震

度5強を経験した学生が1人、震度5弱が12人、それ以

下または揺れを経験していない学生が18人であった。

半数の学生は、甚大な被害はないものの大きな揺れ

を経験していた。また、「どの立場を思い浮かべて

質問に回答していましたか」という設問（回答の選

択肢：被災者、中立者、支援者）を設けており、結

果として、31人のうち、13人が被災者、16人が中立

者、2人が支援者という立場をイメージして実験に参

加していた。したがって、復興支援ソングを、災害

の当事者と想定して聴取した学生もいれば、ボラン

ティアなどの活動に参加した立場を想定して聴取し

た学生、全く関与していない立場から聴取した学生

など、様々な立場から感情を評価した実験結果であ

る。 
(2) 実験方法と評価指標 
詳しくは後述するが、東日本大震災の復興支援ソ

ング（52曲）の中から、歌詞分析で導かれた「未来

志向」「0→1の鼓舞」「ネガティブ」「生命」の4
つの特徴を表した単語が用いられている回数を曲ご

とにカウントし、それぞれの特徴をよく表している

曲を4曲選定した（表4）。 
表4 実験に用いた曲 

未来志向 RESTART（作詞：前田亘輝 作曲：

春畑道哉 編曲：TUBE） 
0→1の鼓舞 Let’s try again〜kuwata keisuke ver.（作

詞/作曲/編曲：桑田佳祐） 
ネガティブ fighting pose（作詞/作曲：福山雅治 

編曲：井上鑑・福山雅治） 
生命 花は咲く（作詞：岩井俊二 作曲/編

曲：菅野よう子） 
 
選定した4曲を、後半1~2分以内に切り取り、それ

ぞれ歌詞ありと歌詞なしに分けた、計8パターンを

被験者に聴かせた。実験で使用した部分の歌詞を表

5に示す。曲を聴く順番は、各曲「歌詞なし→歌詞あ

り」の順とし、被験者ごとにランダムとした。聴取

写真 1 実験の様子（パソコン画面の一部を加工） 
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後、各曲ついて、表6に示す14の評価指標に対する0
〜4（0→全く想起されない、4→とても想起された）

の5段階評価と、その理由について任意で回答しても

らった。14の評価指標に対する0〜4の5段階評価の回

答件数を用いて、計算式（1）で平均値を求め、歌詞

なしと歌詞ありでの評価の違いを比較した。ただし、

aを評価値、nを各評価項目の回答件数、Nを全回答

件数とする。 

 
 

表5 聴取実験で使用した楽曲の歌詞一覧 
『RESTART』 
ああ希望の光が果てしない道を照らしてる 
もう君は一人じゃない この声が届きますように 
さあ、その顔を上げて未来へと歩いて行くんだ 
そう手と手をつなげば 新しい扉が開くよ 
 
ああ希望の光が果てしない道を照らしてる 
もう君は一人じゃない この声が届きますように 
ああ希望の光が果てしない道を照らしてる 
もう君は一人じゃない この声が届きますように 

『Let’s try again〜kuwata keisuke ver.』 
胸躍る 大好きな舞台に みんなで駆け上がれ Oh!! 
新しい夜明けを信じて 今こそ立ち上がれ Oh!! 
 
夢溢る 笑顔の人生を もう一度取り戻せ Oh!! 
ニッポンの元気な未来へ みんなで立ち上がれ 
Let's try again!! 

『fighting pose』 
流した汗を涙を知って欲しいわけじゃない 
darling darling君を抱いていた両手は 
不安と期待を握りしめてチャンスを狙ってる 
真夜中のfighting pose 
 
どんな挫折も敗北も無駄じゃないとするなら 
darling darling倒れた昨日に明日は来ると言ってよ 
鏡の中ギリギリ踏ん張ってる自分に fighting pose 
真夜中の fighting pose! 

『花は咲く』 
花は 花は 花は咲く いつか生まれる君に 
花は 花は 花は咲く わたしは何を残しただろう 
 
花は 花は 花は咲く いつか生まれる君に 
花は 花は 花は咲く わたしは何を残しただろう 
 
花は 花は 花は咲く いつか生まれる君に 
花は 花は 花は咲く いつか恋する君のために 

 
14の評価指標（表6）は、Plutchikの感情の輪14)で

基本感情とされている、8つの感情（喜び / 信頼 / 期
待 / 驚き / 恐れ / 悲しみ / 嫌悪 / 怒り）を元に、

ウィワッタナーパンツウォンら（2013）15)が用いた、

東日本大震災の復興活動に対する、感情の10の評価
指標（称賛 / 感謝 / 尊敬 / 嫌悪 / 不快感 / 失望 / 

軽蔑 / 怒り / 悲しみ / 哀れみ）を加味し、基本感

情に、被験者が想定した「被災者、中立者、支援者」

の立場から「復興支援ソング」の聴取時に引き起こ

される可能性のある感情を交えた指標を独自に作成

した。評価項目の中でも、人々の復興に対する感情

に対して影響があると考えられる項目は表で米印

（*）をつけている。この表内の独自指標には、6章
で詳述する復興支援ソングの歌詞の特徴を導き出し

た結果である、未来への希望を示すような歌詞から

「希望」、一から何かを始めることに対する鼓舞の

言葉の歌詞から「勇気・鼓舞」を追加した。さらに、

特に中立者や支援者の感情である「被災者（地）に

思いを馳せる気持ち」や「被災者（地）を応援する

気持ち」と、被災者の心の経過のハネムーン期に相

当する「団結（連帯感のようなもの）」を感情の評

価指標に追加して聴取実験を行った。 
表6 評価指標一覧 

評価指標 参考文献番号 
1 嬉しい気持ち (喜び) 14 
2 安心する気持ち (安心) 14(2) 
3 前向きな気持ち (希望)※ 

独自指標 

4 頑張ろうと鼓舞される気持ち 
(勇気・鼓舞)※ 

5 被災者（地）に思いを馳せる気
持ち (思慮)※ 

6 被災者（地）を応援する気持ち 
(応援)※ 

7 復興に向けて団結しようとい
う気持ち(団結)※ 

8 支援者に対する称賛・感謝の
気持ち (称賛・感謝) 15 

9 驚く気持ち (驚き) 14 
10 恐れる気持ち (恐れ) 14 
11 悲しい気持ち (悲しみ) 14, 15 
12 嫌悪する気持ち (嫌悪) 14, 15 
13 怒りの気持ち (怒り) 14, 15 

14 震災を思い出してつらい気持
ち (悲嘆・後悔) 14(3) 

 
６．分析結果と考察 
6.1 復興支援ソングの歌詞分析の結果と考察 

図1と図2に、共起ネットワークの結果を示す。復

興支援ソングでは、「明日」「夢」「未来」といっ

た未来志向の言葉を、「信じる」「叶う」「奇跡」

のように主体がそれ自身で制御できない偶然性を孕

むことを前提とした態度（受動的）に捉える歌詞が

多く、一方でオリンピックの応援歌では、未来志向

の言葉を「努力」「進む」「越（超）える」のよう

に主体がそれ自身を制御し、自律していることを前
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提とした態度（能動的）に捉える歌詞が多かった。

これは、オリンピックでは選手が練習を重ね自分の

力で成果を勝ち取っていくという能動的な印象が強

いのに対し、復興支援では、自然災害により被害を

受けたという受動的な印象が強いからではないかと

考えられる。また、復興支援ソングでは、「立ち上

がる」「新しい」「もう一度」といった一から何か

を始めることに対する鼓舞の言葉が多く、震災で失

われたものをこれから取り戻していこうという応援

の意味合いが込められていると考えられる。一方で、

オリンピックの応援歌では「探し続ける」「また走

っていく」「ずっと追いかけてきた」のような継続

の言葉の印象が強く、すでに努力を積み上げてきた

ものをさらに継続していく、という意味合いが強い

ことが窺える。「涙」「泣く」「諦める」といった

ネガティブな言葉は、復興支援ソングとオリンピッ

クの応援歌のどちらにおいても出現しており、歌詞

の詳細をみるとどちらもネガティブな言葉を使った

後に希望や鼓舞につなげていくものが多く見られた。

これは、ネガティブな言葉を引き合いに出すことで、

ポジティブな部分を強調しようという意図があるの

ではないかと考えられる。また、オリンピックの応

援歌では「死ぬ」という直接的な表現が使われてい

たが、復興支援ソングではそのような直接的な言葉

は使われておらず、むしろ「生きる」「生まれる」

「命」のような命の誕生や命を尊ぶ表現が使われて

いる。 
以上より、復興支援ソングの特徴を踏まえ、受動

的な未来志向の言葉を「未来志向」、一から何かを

始めることに対する鼓舞の言葉を「0→1の鼓舞」、

ネガティブな言葉を「ネガティブ」、命に関する言

葉を「生命」と分類できることが把握された。この

歌詞の特徴を踏まえ、表6に示した感情の評価指標を

設定して聴取実験を行った。 
6.2 復興支援ソング聴取後の感情の評価実験の結果

と考察 

ここからは、表4に示した4つの曲を対象とした感

情の評価実験結果を説明する。 
(1)『RESTART』の歌詞なしと歌詞ありの比較  
歌詞ありと歌詞なしにおける各評価指標での平均

値と、その差を比べたt検定結果を図3に示す（図内

**は両側5％有意水準で平均値に差がある結果であ

る）。ポジティブな感情、特に「喜び / 安心 / 希望 
/ 勇気・鼓舞 / 思慮 / 応援 / 団結」の7項目におい

て、歌詞ありが歌詞なしよりも評価が高くなってい

ることが分かる。また、「悲しみ」の平均値を比べ

てみると、歌詞ありが低い値となっていることが分

かる。歌詞ありの評価が特に高くなっていた「喜び / 
安心 / 希望 / 勇気・鼓舞 / 思慮 / 応援 / 団結」の

7項目で有意差が確認された。一方で、歌詞ありの評

価が低くなっていた「悲しみ」は、有意差が確認さ

れなかった。また、歌詞なしと歌詞ありを比べた被

験者の感想として、歌詞がない場合には穏やかな曲

調や悲愴感を感じた人がいたが、歌詞があることで

歌詞に強く背中を押されるように感じた、深くて励

まされる感じがしたなどの感想があり、曲のメッセ

ージ性が高まっていることが推測される。 
(2)『Let’s try again〜kuwata keisuke ver.』の歌詞なし

と歌詞ありの比較 
歌詞ありと歌詞なしにおける各評価指標での平均

値と、その差を比べたt検定結果を図4に示す（図内

**は両側5％有意水準で平均値に差がある結果であ

る）。ポジティブな感情、特に「安心 / 希望 / 勇気・

鼓舞 / 思慮 / 応援 / 団結 / 称賛・感謝」の7項目

において、歌詞ありが歌詞なしよりも評価が高くな

っており、有意差も確認された。中でも、「勇気・

鼓舞 / 応援 / 団結」の3項目で、歌詞ありの評価が

高くなる結果となった。また、歌詞なしと歌詞あり

を比べた被験者の感想から、歌詞の明るいメッセー

ジが曲を聴いたあとの感情にも影響を与えており、

歌詞があることで、鼓舞や応援が明確に想起された

ことが推測される。また『みんな』という言葉に温

かさを感じたといった回答も得られた。 
(3)『fighting pose』の歌詞なしと歌詞ありの比較 
歌詞ありと歌詞なしにおける各評価指標での平均

値と、その差を比べたt検定結果を図5に示す（図内

**は両側5％有意水準で平均値に差がある結果であ

る）。ポジティブな感情の中でも、「希望 / 勇気・

鼓舞 / 思慮 / 応援 / 称賛・感謝」の5項目において、

歌詞ありが歌詞なしよりも評価が高くなっているこ

とが分かる。一方で、「喜び / 団結 / 驚き」の3項
目に関しては、歌詞ありが歌詞なしに比べて評価が

低くなっていることが分かる。その理由については、

「喜び」に関しては特に言及がなかったが、「団結」

に関しては、「個人にフォーカスした曲であると感

じたから」「一人一人が踏ん張って頑張る先に復興

があるように感じた一方で、手を取り合う感じはな

かった」といった理由が挙げられており、個人にフ

ォーカスした歌詞の影響による結果であることが推

測される。「驚き」に関しては、歌詞なしの時に、

「復興支援ソング、というとミドルテンポからロー

テンポの曲を想像するので、アップテンポの曲であ
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ることに驚いた」「アップテンポな曲調から、穏や

かさというよりは驚きに近いような瞬発性の高い感

情をもった」という理由が挙げられていたが、歌詞

ありでは「歌詞がつくとさほど驚きはなくなったが、

それでもロック感は感じた」といった理由が挙げら

れていたため、歌詞の影響がアップテンポの影響を

上回ったからだと考えられる。また、ネガティブな

感情については、「悲しみ / 悲嘆・後悔」の2項目

が、歌詞ありの方が歌詞なしよりも高くなっている。

この理由に関しては、「涙、挫折、敗北など悲しみ

を感じさせるような歌詞だった（悲しみ / 悲嘆・後

悔）」「『ぎりぎり踏ん張っている自分』という歌

詞から辛い出来事があってその感情に負けそうにな

っても頑張って耐えている人を想起した（悲嘆・後

悔）」といった理由が挙げられていたため、歌詞に

よってこれらの感情が想起されやすくなった可能性

を示している。歌詞ありの評価が特に高くなってい

た「希望 / 勇気・鼓舞 / 思慮 / 応援 / 称賛・感謝」

の5項目で有意差が確認され、「団結」では、有意で

あるとは言えない結果となった。一方で、「驚き」

では、有意であると言うことができる。さらに、ネ

ガティブな感情で、歌詞ありの方が評価が高くなっ

ていた「悲しみ / 悲嘆・後悔」の2項目で有意差が

確認された。また、歌詞なしと歌詞ありを比べた被

験者の感想では、歌詞から復興支援ソングらしさを

感じなかったといった感想が目立った。 
(4)『花は咲く』の歌詞なしと歌詞ありの比較 
歌詞ありと歌詞なしにおける各評価指標での平均

値と、その差を比べたt検定結果を図6に示す（図内

**は両側5％有意水準で平均値に差がある結果であ

る）。ポジティブな感情の中でも、「希望 / 勇気・

鼓舞 / 応援 / 団結 / 称賛・感謝」の5項目において、

歌詞ありの方が歌詞なしよりも評価が高くなってい

ることが分かる。一方で、「安心する気持ち」の平

均値を比べてみると、歌詞ありの方が歌詞なしより

も低くなっていることが分かる。その理由を見てみ

図 2 オリンピック歴代応援歌の 
共起ネットワーク 

図 4 『Let’s try again〜kuwata keisuke ver.』の 
各評価項目の平均値と t 検定結果 

 

図 3 『RESTART』の 
各評価項目の平均値と t 検定結果 

 

!"#$% !"#$

&&

&& && && && &&

&&

図1 東日本大震災の復興支援ソングの 
共起ネットワーク 
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ると、「歌詞をちゃんと見ると、自分が死んだ未来

の話をしているようで安らかさ的な感情が想起され

て、安心感という意味では歌詞なしで曲を聞いた時

よりも安心を感じなかった」といったことが挙げら

れていた。また、ネガティブな感情については、「悲

しい気持ち」が、歌詞ありの方が歌詞なしよりも高

くなっている。この理由に関しては、「『わたしは

何を残しただろう』という犠牲者を思い出させるよ

うな歌詞から悲壮感を覚えた」「『いつか生まれる

君に』という歌詞から将来の子供達を思い描くと同

時に、亡くなった方のことも思い出されて悲しい気

持ちになった」「未来への希望と一緒に無力感のよ

うな悲しみも感じる」といった理由が挙げられてい

たため、歌詞によって悲しみの感情が想起されやす

くなった可能性を示している。特に、歌詞ありの評

価が低くなった「安心」で有意差が確認された。ネ

ガティブな感情で、歌詞ありの評価が高くなってい

た「悲しみ」は有意であるとは言えない結果となっ

た。歌詞なしと歌詞ありを比べた被験者の感想から、

楽曲の認知度が高く歌詞が把握されていたため、歌

詞なしを聴いても脳内で歌詞が再生され、印象に変

化がないことが把握された。一方で、歌詞があるこ

とでより現実的に震災の被害が想起されることもあ

った。また、『いつか恋する』の歌詞が震災によっ

て恋すらできなくなった悲惨さを想起させたといっ

た歌詞ありによるイメージの変化に関する回答が得

られた。 
(5) 歌詞が復興に関連する感情に与える影響の考察 
評価指標ごとの0〜4の5段階評価の結果をもとに、

これまでと同様に各項目での平均値を求め、歌詞あ

りの平均値から歌詞なしの平均値を引いた値を曲ご

とに比較したものを図7に示す。『RESTART』では、

ポジティブな感情（喜び / 安心 / 希望 / 勇気・鼓

舞 / 思慮 / 応援 / 団結）の評価が、歌詞ありの方

で高くなっており、ネガティブな感情ではあまり変

化は見られないことが分かる。『Let’s try again～
kuwata keisuke ver.』では、ポジティブな感情の中で

も、「安心 / 希望 / 勇気・鼓舞 / 思慮 / 応援 / 団
結 / 称賛・感謝」の差が大きく、特に、「勇気・鼓

舞 / 応援 / 団結」の3項目において、歌詞ありの方

が他の3曲と比べて大幅に評価が上がっていること

が分かる。また、ネガティブな感情では、「嫌悪」

の評価が歌詞ありで高くなっている。『fighting pose』
では、前2曲に比べると変化の差は小さいものの、ポ

ジティブな感情の中でも、「希望 / 勇気・鼓舞 / 思
慮 / 応援 / 称賛・感謝」において歌詞ありの評価が

高くなっていることが分かる。また、「驚き」では、

歌詞ありの評価が低い結果となった。一方で、ネガ

ティブな感情においては、「悲しみ / 悲嘆・後悔」

の2項目に関して、歌詞ありの方が評価が高いという

結果となった。『花は咲く』では、他の3曲に比べる

と、歌詞ありと歌詞なしでの変化が少なかったが、

「勇気・鼓舞/ 応援 / 称賛・感謝」の3項目において、

歌詞ありの方の評価が高くなった。一方で、「安心」

では、歌詞ありの評価が低くなっていることも把握

された。 
このような結果を踏まえ、人々の復興に関連する

感情に影響を及ぼす歌詞の特徴について考察する。

復興に関連する感情に直接的に影響のあると考えら

れる項目は、表6で示した14の評価項目の内、「希望 
/ 勇気・鼓舞 / 思慮 / 応援 / 団結」の5つであると

考えられる。未来志向の歌詞は、未来への前向きな

感情を想起させて被災の痛みに寄り添いつつ、復興

に向けた気持ちも高めていく役割を果たしているこ

とが分かった。また、鼓舞の歌詞は、自発的に頑張

ろうという気持ちや応援しようという気持ちを想起

図 5 『fighting pose』の 
各評価項目の平均値と t 検定結果 

図 6 『花は咲く』の 
各評価項目の平均値と t 検定結果 
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させ、復興に向けた行動を促していく役割があると

言える。一方で、強い鼓舞の言葉は、外部からの押

し付けや理想論のように捉え、不快に感じる人も一

定数いたことも考慮する必要も示唆される。これら

のことから、鼓舞の言葉を使う場合は、「駆け上が

れ」ではなく「駆け上がろう」、「立ち上がれ」で

はなく「立ち上がろう」といったように、命令形で

押し付けるのではなく、共に頑張っていこう、とい

う寄り添っているニュアンスを持たせることが大事

なのではないかと考えられる。しかし、ネガティブ

な部分の歌詞を聴くことによって、「悲しみ / 悲
嘆・後悔」といったネガティブな感情も想起されや

すくなることが示されたことから、ネガティブな言

葉は用いずに、純粋にポジティブな言葉のみを使用

した方が、復興に関連する感情を高める効果は高い

のではないかということが推測される。また、命の

誕生や命を尊ぶ表現が多く用いられている『花は咲

く』の事例から、復興支援ソングの象徴としての地

位を確立している曲は、今回の実験でも知名度や当

時の記憶に関連する要素が回答に影響していた。そ

のため、歌詞のみの効果を調べることは難しく、命

に関する表現が復興に関連する感情を高めることに

つながるのかどうかは、今後さらなる検討が必要で

あると考えられる。 

 

７．結論 
本研究では、東日本大震災以降、注目を集めてい

る、復興支援ソングに関する分析を行った。震災復

興過程において、復興支援ソングが何らかの力を発

揮したであろうことは推測されるが、具体的に聴き

手にどのような効果をもたらすのか、といった点に

関しては、既往研究では明らかにされていなかった。

そこで、本研究では、復興支援ソング52曲と、オリ

ンピックの歴代応援歌55曲を歌詞分析して比較する

ことにより、復興支援ソングの歌詞にはどのような

特徴があるのかを考察した。さらに、大学生を対象

とした歌の聴取実験を行うことにより、歌詞分析か

ら導かれた復興支援ソングの特徴が、聴き手にどの

ような感情を想起させるのか、といった点を工学的

なアプローチから考察した。これらの結果から、復

興支援ソングの歌詞が持つ機能を明らかにし、歌詞

が人々の感情にどのように影響を与えるかが推察で

きた。 
結果として、歌詞分析では、復興支援ソングには4

つの特徴があることを示した。1つ目の特徴は、「明

日」「夢」「未来」といった未来志向の言葉を、「信

じる」「叶う」「奇跡」のように受動的に捉える歌

詞が多いことである。これは、復興支援ソングにお

いては、自然災害により被害を受けたという受動的

な体験から、事態が好転することも受動的に願う姿

勢があるからではないかと考えられる。2つ目の特徴

は、「立ち上がる」「新しい」「もう一度」といっ

た、一から何かを始めることに対する鼓舞の言葉が

多いことである。これは、一度震災で失われてしま

ったものを、これから新たに取り戻していこうとい

う応援の意味合いが込められているからではないか

と考える。3つ目の特徴は、「涙」「泣く」「諦める」

といったネガティブな言葉が多いことである。これ

らの言葉の使われ方をみると、ネガティブな言葉を

使った後に希望や鼓舞につなげていくものが多く見

られ、ネガティブな言葉を引き合いに出すことで、

ポジティブな部分を強調しようという意図があるの

ではないかと考えられる。4つ目の特徴は、「生きる」

「生まれる」「命」のような命の誕生や命を尊ぶ表

現が使われていた。 
これらの特徴を踏まえ、この4つの特徴を最もよく

表していると思われ、東日本大震災時に使われてい

た復興支援ソングを4曲選定し、大学生を対象とした

聴取実験により、聴き手にどのような感情が想起さ

れるのかを分析した。結果として、復興支援ソング

の特徴は、ただ明るいだけの曲ではなく、人々の悲

しみや不安に寄り添い、未来への希望を示すような

歌詞が含まれていること、個人ではなくみんなで、

といったように、他者の存在が示されるような歌詞

であること、世代や属性を問わず多くの人が共感で

きるような親しみやすさがあること、といったこと

が挙げられた。一方で、鼓舞や応援を前面に押し出

した歌は、人によっては、部外者からの応援の押し

付けのように捉えかねられないということ、ネガテ

図 7 歌詞ありと歌詞なしの平均値の差の比較 
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ィブな言葉は、その後にポジティブな言葉につなげ

たとしても、ネガティブな言葉自体がネガティブな

感情を想起させやすくなること、といった特徴も導

かれた。また、『花は咲く』に関しては、東日本大

震災当時に有名になった曲であったため、被験者に

とって聴き馴染みがあったという理由から、評価が

高くなっていたという可能性も示された。これは、

災害時に、既存の有名な曲を復興支援ソングとして

用いることで、新規の曲を用いるよりも、人々の復

興に関連する感情が高まる可能性があることを示唆

していると言えるだろう。さらに、震災から約13年
がたった今でも、『花は咲く』が震災の記憶と共に

人々の記憶の中に刻まれているということから、復

興支援ソングが過去の災害を忘れないための教訓と

しての役割も果たしているということを示唆してい

る。 
 

８．本研究の限界と今後の課題 
今回の実験では、復興支援ソングの中でも、震災

を受けて新たに作詞・作曲されたもの、震災前に公

開されていた曲を改めて復興支援ソングとして指定

したもの、復興プロジェクトの一環として用いられ

たもの、チャリティーコンサートで演奏されたもの、

売り上げが復興義援金として寄付されたもの、など

といった、復興支援ソングの様々な形態を区別せず、

あくまでも「どのような歌詞がどのような感情を引

き起こすのか」という点に注目して実験を行った。

しかし、曲を聴く目的や、時期・場所などのシチュ

エーションによっても、歌の持つ意味合いや聴き手

が想起する感情は変わってくるはずである。その曲

が何を目的として制作され、いつだれにどのように

届けられたか、といった、曲の性質の違いによる分

析も、今後の課題であると考える。また、今回は歌

手の異なる歌を使用したが、声質や歌い方の違い、

男性ボーカルか女性ボーカルか、などといった、歌

い手側の要素による差異も今後検討が必要である。

さらに、被災から時間が経過していたとしても、震

災で家族や家をなくした重度の被災者に実験を行え

ておらず、震災から13年近くが立ち、被験者も大学

生のみである。よって、重度の被災者がどう捉える

かはわからないという点に本研究の限界がある。 
最後に、「音楽と政治（著者：宮入恭平）」より、

東日本大震災後におきた音楽に関連する出来事の中

で、「歌詞というスキームで言えば、限られた字数

で伝えられることでどうしても生まれる誤解曲解が

音楽の特性ゆえに作者の意思に反して広範化してし

まう」ことが示唆され16)、音楽には人々を扇動する

力があり、音楽が人々に大きな影響を与えることが

あるが必ずしもポジティブな効果をもたらすとは限

らないため、慎重な取り扱いが必要である。 
 
９．謝辞 
実験にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

 
補注 

(1) 中村（2014）の引用先のサイトが現在サービスを終了

しておりアクセスできなかったため、中村（2014）の

文献のみを引用した。 

(2) Plutchikの感情の輪で基本感情とされている、8つの感

情の「信頼」の感情の意味に含まれる「信じて安心で

きる気持ち」から設定した。 

(3) Plutchikの感情の輪で、隣り合う2つの基本感情（嫌悪

と悲しみ）が同時に起こった時の感情の「後悔」をも

とに設定した。 
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